
お茶大生 

島暮らし体験記

はじめまして。
文教育学部人間社会科学科４年の水越といいます。



突然ですが、私は去年１年間

島根県の隠岐諸島・海士町(中ノ島)で島暮らしをしていました。



海士町は、島根本土からフェリーで3時間半かかる、
スーパーはもちろんコンビニさえない小さな島です。

人口は、お茶大の学部生を合わせたくらい。



私が休学して島に行った訳ですが、
はっきり言って綺麗な理由はないです。

「ちょっと社会から避難したかったから」かなと自分では思っています。
ちなみに島では教育系の仕事をしてました。



今回、ありがたいことに

そんな私の島暮らしについてお話しする機会をいただきました。
島に行った理由、島で何をしていたのか、どんなことを考えているか

などなど、お話しさせていただければと思います。



お昼でも食べながら、ゆるっとお聞きいただけると嬉しいです。
よろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水越 日向子

日時：2022年6月13日(月) 12:20から13:10

場所：本館126室
※途中からでも途中まででも、お昼食べながらでもOKです。

※ZOOM配信ありです。
※当日飛び込み参加も歓迎です！

主催：グローバル協力センター「共に生きる」スタディグループ
　　　　海士ブータンプロジェクト(あまたん)

お申し込みはこちらから！


